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ＩＥＡの化石燃料投資禁止案、石油価格の変動もたらす＝ＯＰＥＣ

［ロンドン　２０日　ロイター］ - 国際エネルギー機関（ＩＥＡ）が提案した化石燃料事業への投資禁止

について、石油輸出国機構（ＯＰＥＣ）は石油価格の変動につながる恐れがあるという考えを示した。

ＩＥＡは１８日、２０５０年までに温室効果ガスの排出量を実質ゼロにするには、エネルギーの生産・利

用・輸送方法を抜本的に変える必要があり、化石燃料事業への新規投資を禁止すべきとする報告書をまと

めた。

ＯＰＥＣはロイターが入手した文書の中で「２０２１年以降、新たな石油・ガス投資が必要ないという主

張は、他のＩＥＡ報告書でしばしば示されている結論とは全く対照的であり、一部の投資家が追随すれば

石油市場を不安定にさせる要因になり得る」と指摘した。

さらに「ネット・ゼロ・シナリオは前提条件や結果の点で野心的すぎると考えられるが、多くの政策立案

者や石油・ガス会社がＩＥＡのシナリオを戦略立案に利用していることから、投資判断に影響を与え、石

油やガスなどの化石燃料の需要（の伸び）を抑制する可能性がある」とし、「国際的な協力がなければ、

世界の二酸化炭素（ＣＯ２）排出量を５０年までに実質ゼロにすることはできない」と述べた。
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石油業界、「番犬」に反応せず IEA警鐘に「冷めた現実」

英紙フィナンシャル・タイムズ（FT）のニューズレター「モラル・マネー」5月19日号では、国際エ

ネルギー機関（IEA）の発表が化石燃料業界に与えた影響について論じた。主な内容は以下の通り。

IEAは18日、2050年までに世界で温暖化ガス排出量を実質ゼロにするための工程表を発表し、化石燃

料への新規投資をすぐに停止する必要があるとの見方を示した。こうしたメッセージをIEAが発したこ

とは世界に衝撃を与えた。化石燃料市場の拡大を後押ししてきた機関だからだ。

化石燃料からのダイベストメント（投資撤退）を進めてきた投資家は、今回のIEAの変心で「自分たち

の投資戦略が正しかったことが証明された」と受け止めている。

デンマークの年金基金アカデミカーペンションはすでに石油大手の米シェルや英BPなどの化石燃料株

のダイベストメントをしているが、アナス・シェルデ最高投資責任者（CIO）は「もっとほかの投資

家も追随すべき賢い選択だ」と語る。

一方で、「冷めた現実」も指摘しておく必要がある。政府レベルで、化石燃料の新規開発を抑制する

ような具体的な政策を導入している国はまだほとんどない。

そしてIEAがリポートを出した18日、北海ブレント原油先物の期近物は一時約2カ月ぶりの高値を付け

た。化石燃料株の株価もほぼ横ばいを保った。英蘭ロイヤル・ダッチ・シェルの株主は年次株主総会

で同社の「気候変動対策計画」を支持した。25年まで新規の化石燃料開発を継続する内容を含んでい

たにもかかわらずだ。

欧州運用大手カンドリアムの投資マネジャー、デビッド・チュープリナ氏は、相場がIEAの発表にほと

んど反応を示さなかったことに「興味深い現象だ」と首をかしげる。同氏は、IEAは化石燃料業界に

とって「監督当局=番犬」のような存在だと説明する。そして、今回のリポートは「その番犬が目を

覚まして、業界に対して『起きろ！』とほえ始めたようなものだ」と語る。
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鹿島、阪神高速会社

ＵＦＣ床版を高速道路本線に適用／工程半減と通行止め期間短縮


